
 

一般財団法人教育支援グローバル基金から下記のとおり募集がありました。 
応募を希望する学生は学生支援係に申し出てください。【締切：２０２４年１０月４日（金）】 

 
記 

 
【プログラムの内容】 

１．奨学金支給 
年間５０万円の奨学金（返済不要・給付型奨学金）の提供。（１年間のみ） 

２．人材育成プログラム 

年間を通じて国内外で開催される人材育成プログラムへの参加。 
 

ビヨンドトゥモロー ジャパン未来スカラーシップ・プログラムは、奨学金支給と人材育成プログラムの両方から成る、１年 
間の包括的なプログラムです。 

 
【応募資格】 
 下記条件を満たすこと。 
① 2025 年 4 月に本科 4 年生に進級する者。 

② 以下の１～５の項目の内、一つ以上に該当すること。 

  １．保護者死亡 ２．単身家庭（母子・父子家庭等）３．児童養護施設に暮らしている。 ４．里親家庭に暮らしている。 

  ５．生活保護受給世帯に暮らしている。 

③ 年間を通じて開催される各種プログラムに参加する意思があり、プログラムの参加に際し健康上の支障がないこと。 

④ 2025 年 3 月に開催するオリエンテーション・プログラムへの参加を確約できること。 

⑤オンラインプロゴウラムに参加するための安定したインターネット環境を自分の責任で準備できること。 



ビヨンドトゥモロー

ジャパン未来スカラーシップ・プログラム
【2025年度参加者募集中】

返済不要・給付型奨学金

対象者

応募方法

2025年度に大学・短大・各種専修学校に進学予定（現高校3年生、浪人生）
で、下記の条件の一つ以上に該当する者。※詳細は応募要項をご覧ください。

①親が死亡している。
②ひとり親家庭にくらしている（母子家庭、父子家庭など）。
③児童養護施設をはじめとした社会的養護を必要とする施設に暮らしている。
④里親家庭に暮らしている。
⑤生活保護受給世帯に暮らしている。

2024年10月17日（木）郵送必着、またはGoogle formを通して提出
（応募用紙はhttps://beyond-tomorrow.org からダウンロードできます）

内容
年間50万円の奨学金（返済不要・給付型奨学金）
年間を通じて国内外で開催される人材育成プログラムへの参加
（一部オンライン開催含む）

主催 一般財団法人教育支援グローバル基金

選考方法
1次選考 書類選考
2次選考 面接 12月7日（土）または8日（日）

※遠方からの受験者には財団規程に基づき交通費を支給

仲間と出会う。
私と社会のこれからを考える。



ビヨンドトゥモローは、親との死別・離別を経験したり、児童養護施設に暮らしていたり、社会経済的
に困難な状況にありながらも、人のため、社会のために働く志を持つ若者を応援します。

逆境にある若者を応援するのは、困難を経験したからこそ、他者の心の
痛みに共感し、社会のために行動する資質を有していると信じるから

一般財団法人教育支援グローバル基金
〒150-0046 東京都渋谷区松濤1-26-18 園ビルディング1F

電話：03-5453-8030 ファックス： 03-6745-9100

電子メール：info@beyond-tomorrow.org

【奨学金事業】
高校卒業後、進学を志す者を対象に選考試験を実施し、奨学金を支給してきました。学力のみに依らない、多様な
視点から人物を評価する選考を実施しており、進学先は様々で、進学先の学問領域も多岐に渡ります。

【人材育成事業】
困難な体験をもつ学生がその経験を糧に、他者の心の痛みに寄り添い、人のため社会のために尽力できる人材になる
過程を応援すべく、年間を通して人材育成プログラムを国内外で開催してきました。(一部オンライン開催を含む）
＜これまでのの人材育成プログラムの例＞
夏季グローバル研修（米国等）／ジャパン未来リーダーズサミット（東京）／スピーカーセッション（オンライン開
催）

父の母親に対する暴力に苦しみ、経済的にも楽ではない生活の中で、自分が他の
人よりどこか劣っているような感覚がありました。しかし、劣っているという考
えは間違いで、むしろ逆境を経験したことこそが、他の人にはないアイデンティ
ティなのだと、ビヨンドトゥモローでの活動を通して気づきました。その気づき
は、自分の大きな原動力になっています。将来は小学校の教員となり、学ぶこと
の面白さを伝えていくとともに、自らの経験を活かし、児童の支えになりたいと
思います。
―大野さん（仮名） G大学教育学部 （東京都立B高等学校）

ビヨンドトゥモローでの1年間の活動はとても充実していました。各プログラムで

のディスカッションやゲストスピーカーの方々との対話が特に印象に残っていま
す。また、年間を通して、仲間との対話を通して共に成長していく時間はとても
有意義でした。ビヨンドトゥモローに参加したことで、自分自身と向き合うこと
の意味を改めて学ぶことができました。ただ自分の欠点を悲観するのではなく、
今の自分と目標をどのように繋げるかを学んだり、誰かと一緒に共通のゴールを
目指して切磋琢磨したりする面白さを感じることができました。
―菅野さん（仮名） J大学国際関係学部 （U学院高等学校）
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最新情報や
プログラムの
様子を発信中！


